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四つのテスト 

Ⅰ真実かどうか 

Ⅱみんなに公平か 
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Ⅳみんなのためになるかどうか 
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 2024～2025 年度 初回例会  
 

◎ 国歌・・・・君が代 
◎ ソング・・・奉仕の理想 
◎ 誕生、結婚、入会記念月御祝 
◎ 創業記念月御祝 
◎ 新旧会長・幹事バッジ交換 
◎ 内本会長・長井幹事就任挨拶 
◎ 例会後の行事 
  7 月度定例理事会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3368 回 本日（7/3）の例会 

 

 

◎ ソング・・・四つのテスト 
◎ 各委員長抱負・活動計画発表 
◎ 例会後の行事 

    決算理事会 

 

 

 

 

 

 

第 3369 回 次週（7/10）の例会 

ｖｖｖｖｖｖｖ）の例会 

会員数 出席者数 出席率 

44 名 35 名 81.40 ％ 

前々回例会補正後出席率  100.00 ％ 

但し、 Mup 5 名   欠席者 0 名 

出席規定摘用免除有資格者 1 名 

 

 

 

 

 

 

◎ビジター                 計 1 名 
 

大阪リバーサイド RC  会長 阪口 太様 
 

◎出席報告 

先週（6/26）の例会から 

7月は母子の健康月間 

 

 

7 月度 記念月御祝 

◎誕生記念 

   入谷 治夫君      長山 正剛君         
丹野  亮君 

 
◎結婚記念   

   堀部 直子・圭一御夫妻   25 周年 
   富川 大輔・亜美御夫妻    21 周年 
 
◎入会記念 

   長山 正剛君         14 周年 
   内本  繁君        12 周年 
   藤田 貴子君        12 周年 
   藤松 功治君        10 周年 
   大木 城司君         9 周年 
   白石 純一君         8 周年 
   飯田 哲久君         7 周年 

松下 浩章君         7 周年 
三井 泰之君         3 周年 
丹野  亮君         3 周年 
富川 大輔君         3 周年 
井上 隆昭君         2 周年 

 
 

7 月度 創業記念月御祝 
 

 富川 大輔君  SMBC 日興証券㈱ 
         T7.7.7     106 周年  
 
内本  繁君  高槻商工会議所  

S22.7.25     77 周年 
 

 西本恵美子君  学校法人西本学園 
S23.7.1      76 周年 
 

 大木 城司君  大木歯科医院 
H19.7.28    17 周年 

mailto:takatsuki.rc@bird.ocn.ne.jp
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  ◎会長の時間 
 
 非注意性盲目 
 
私達は、それぞれに独立した「情報処理過程」5 感に代
表される感覚・知覚器官を持っています。その中でも周
囲の環境を把握するのに、視覚が特に発達しています。
例えば、目の前の物が何であるかを認識したり文章を読
む、感動的な映画を鑑賞出来るのも、これらのおかげで
す。一方裁判の判決では、目撃証言が重要な影響を与え
たり、犯罪捜査でも、記録映像が物的証拠となったりす
る等、視覚は、社会的にも大事な役割を果たしています。
ちなみに、人間の 5 感による知覚（情報判断）は、視覚
＝83％、聴覚＝11％、臭覚＝3.5％、触覚＝1.5％、味覚
＝1％となっており、このデータからも如何に日常生活
に於いて視覚情報に影響を受けているかがよく解りま
す。この様に、視覚は絶対視されているので「実際に存
在するものは見える」、「見えているものは実際に存在す
る」と多くの人達が考えている筈です。ところが、最近
の研究結果から視覚判断が必ずしも「絶対的なものでは
無い事」が明らかになっています。衝撃的なのは、「イ
ンアテンショナル・ブラインドネス」と呼ばれる現象で
す。つまり非注意性盲目状態とは、視野の中には入って
いるものの、注意が向けられていない為、物事を見落と
してしまう現象です。 
人は、一つの物事に集中する等、特定の事象やタスクへ
の注意を向ける度合いが高すぎると、予測をしていない
変化や情報を見落としやすい傾向になります。 
この事象は、1999 年にハーバード大学・心理学部が行っ
た「バスケット・ゴリラの実験」によって明確に立証さ
れました。「バスケット・ゴリラの実験」とは、以下の
様なものです。学生を A グループ、B グループに分け、
次の様に指示します。 

・   ・これから見せるのは、 
数人がバスケットボールのパスをしている数分
間の動画です 
A グループの人は、白シャツ同士のパスの回数を 
B グループの人は、黒シャツ同士のパスの回数を 
正確に数えて下さい 

映像を見れば解りますが、パスが続けられている中、ゴ
リラの着ぐるみを来た人が、画面右から出てきて中央で
胸を叩いた後、左側に去って行きます（この間、約十数
秒）映像後、結果を尋ねると白シャツを着た人達のパス
を数えたＡグループでは約半数がゴリラを見落とし、黒
いシャツを着た人達のパスを数えたＢグループでは、ゴ
リラを見落としたのは、約 2 割でした。但し、ゴリラが
気になり、パスの回数を正確に数える事は、困難でした。 
ダニエル・シモンズ博士は、「我々は、概ね見えると予
想しているものを見ているのだ」と述べ、一つの物事に
注意が必要であればある程、視界に入っている他のもの
には注意が払えなくなる事を指摘しています。 
人は誰でも、自分が目の前にあるものを見落としたりせ
ず、大事な事を正しく記憶し、自分の知識の範囲を理解
し、物事の因果関係を正しく把握していると思っていま
す。但し、それは誤りである事が多いのかも知れません。 
 
 
 
 
 

◎秋のライラ PR  
大阪リバーサイドロータリークラブ 

会長 阪口 太様 
 

・本日は秋のライラの PR に来させて頂きました。最終
例会の日にこのようにお時間を取って頂き本当に申
し訳ございません。手短に紹介させて頂きます。本日
皆様にチラシを配布させて頂いております。昨年の秋
のライラと同じ大阪リゾートホテル・ロッジ舞洲が会
場となります。大阪の舞洲での開催となり距離的には
近いので、受講生、ロータリアンの皆様に多数ご参加
頂ければと思っております。今回のテーマは「つな
ぐ！」で『「人」×「創造」×「行動」＝？』は当日の
研修会の中で受講生のみんなで考えていきたいと思
います。1 日目は四宮パストガバナーに基調講演をし
て頂きます。申し込みは先着 60 名です。ロータリア
ンのご子息やお孫さん、米山奨学生など受講生として
多数お申込み頂ければありがたいと思います。登録は
個別ではなく、各クラブで取りまとめてお申込み頂き
ますよう宜しくお願い致します。 

【日 時】2024 年 9 月 14 日(土)・15 日(日)・ 
16 日(月・祝) 

【会 場】大阪リゾートホテル・ロッジ舞洲 
【基調講演】テーマ「人とつながる喜び」  
【講 師】第 2660 地区パストガバナー 四宮 孝郎氏 
【定 員】60 名 ※申込多数の場合は先着順 
【申込締切】8 月 20 日(火) 
 
 
◎幹事報告 
・高槻まつり協賛金は 39,000 円集まり、6/19(水)に振
込致しました。皆様ご協力ありがとうございました。 

・地域社会の重大な問題の解決やニーズを満たすため
に奉仕活動やプロジェクトを実施したクラブを地区
が認証し表彰する賞である「2023-24 年度意義ある奉
仕賞」に、当クラブは 70 周年記念事業の「三世代で
つながろう！高槻島本の『楽輪』プロジェクト」で応
募し、この度「2023-24 年度意義ある奉仕賞」を受賞
し表彰賞を頂きましたので、ご報告致します。 
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◎委員会報告 
〇2022-23 年度国際奉仕委員会  委員長 小阪 大輔 
・先週 6/19 から 2 泊 3 日でカンボジアに行って参りま
した。昨年度の国際奉仕委員会から出資致しました
「シェムリアップ州立病院の電子カルテ導入プロジ
ェクト」のスタート記念式典に入谷会員と一緒に出席
して参りました。日本からの 7 名と現地で合流した台
北長安 RC の 2 名の方と式典に参加して参りました。
それぞれのクラブの方とバナーを交換してきており
ます。式典の中で当クラブの河合会長宛に、シェムリ
アップ州知事より感謝状を頂いておりますのでお渡
しさせて頂きます。「この度はシェムリアップ州立病
院の電子カルテ導入プロジェクトに際し多大なるご
協力を頂きました事をここに感謝し、表彰致します。」
当日の式典には、州知事の奥様、市長の奥様、州の厚
生労働局長、病院関係者など総勢 100 名の式典でし
た。また報告書を作成してどこかの機会で皆様にご報
告させて頂きます。宜しくお願い致します。 

 

◎会長退任の挨拶            河合 一人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今・振返ってみると、実は反省点ばかりです。私は物事

を迅速にこなせる訳ではありません。むしろその逆で、

何事もコツコツと愚直にしか出来ないタイプです。ま

た、要領よく的確に実行出来るかと問われると、決して

そうではありません。その為に在任中は、時には誤解を

生じさせたり、不勉強であるが故にかなりご迷惑をお掛

けした事が多々あったのではないでしょうか？ 

ただ、そんな私が何とか職務を終える事が出来るのも、

会員の皆様をはじめ、松下幹事、理事・役員の方々の多

大なご支援とご協力があったからです。事務局様を含

め、全ての皆様には、改めて心から感謝を申し上げます。

本当にありがとうございました。 

また、70 周年記念関連では、石田実行委員長を始め、記

念行事部会の皆様、記念式典部会の皆様、そして、記念

誌発行部会の皆様には、現在進行形となっていますので

全ての作業が終了した段階でとなりますが、お陰様を持

ちまして、記念行事、記念式典共に滞りなく終了出来た

事に改めて感謝の気持ちで一杯です。 

本来、周年事業そのものはロータリーの原点である奉仕

と親睦を根幹となし「参加する人達にとって、最も有益

な活動になる事」に主眼を置く必要がある筈です。また、

クラブとしては、年数を重ねる毎に「歴史と伝統」の重

みが増していきますが、周年事業はこれからも、クラブ

が存続する限り、節目毎に実施されます。 

大切な事は、過去の経験や蓄積したノウハウを生かしつ

つも急速に変革を遂げている国際ロータリーの現況や

我々を取り巻く周辺環境の変化を踏まえ、新たな発想を

都度・取入れ、次代に即した企画になる事が必要です。

とはいえ、ここに至るまでの間、70 年と言う長い道のり

の中で、多くの先輩諸兄のご尽力により、様々な出来事

を乗越え、「歴史と伝統・格式」と言う自クラブの魅力

を築いてこられました。我々はそれに報いるべく、これ

までに得た経験と教訓を有効に活用し、次世代に引き継

いでいかなければなりません。今から５年後、10 年後、

或いは 20 年後に 2024 年をどのように振り返っている

のでしょうか？ 

70 周年記念の各行事に於いて実施した事柄が、当クラ

ブの今後の活動に於いて、道標となる事を心から願って

おります。 

 

さて、話が変わって恐縮ですが私は、高槻ロータリーク

ラブに入会して 13 年になります。ここに至るまでの間、

例会や親睦行事、また各委員会活動や地区への出向、ホ

ストクラブとして地区大会の実施運営に携わる等、その

時々の活動に於いて、本当に多くの人達に支えて頂きま

した。そしてこれらの体験は、私にとってかけがえの無 
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い大切な財産となっています。今年度、それらに加え、

会長としての活動を通じて、会員の皆様と有意義な時間

を過ごせた事、更には 70 周年記念事業で、得難い貴重

な体験をさせて頂いた事は、また一つかけがえのない

「大切な財産が増えた」のだと思っています。率直な感

想として今思う事は、高槻ロータリークラブと言う場所

は、その時々の活動を通じて、「多岐に渡る参考意見や

衆知を集める場所」であり、同時に「自分を変える貴重

な体験学習の場所である」と改めて認識を深くしていま

す。 

今年度・貴重な体験学習をさせて頂いた事により、今後
は、様々な出来事を考慮した文脈に合わせる事で、自分 

の人格を磨き、少しでも成長・発展する事が出来れば、

それは本当に素晴らしい事だと思っています。 

在任中に数多くのご支援・ご協力を頂いた会員の皆様、

松下幹事、今年度理事・役員の皆様、事務局様を含め全

ての皆様には心から感謝を申し上げて、退任のご挨拶と

させて頂きます。 

皆様、1 年間・本当にありがとうございました。 

 

 

◎幹事退任の挨拶            松下 浩章 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まず初めに、河合会長をはじめとする高槻 RC に関わる
全ての方々に感謝いたします。 
気が利かない、自分勝手な私の事なので皆様には不快な
思いや、イライラさせる所が多々あったと思います。こ
の場をお借りして改めてお詫び申し上げます。 
 
とは言え、幹事の職を受けさせて頂き、本日のご挨拶と
言う事で、一年、いや１年と半年を振り帰らせて頂くと
色々な事が御座いました。第１回目の被選理事会が2022
年 12 月 14 日でした。その２日後に我々高槻 RC がホス
トクラブとして開催させて頂いた地区大会でした。そこ
から一息つく間もなく、幹事として活動が始まり、おろ
おろしながら動いていた様な記憶が御座います。 
昨年には、秋田県での豪雨災害、海外ではハワイマウイ
島での大規模火災、モロッコでの地震、そして今年の初
めには能登半島地震と大きな災害が続きました。我々高
槻 RC としても義援金などの協力もさせて頂きました。   
 
日頃の例会運営や各常任委員会の活動に関しましては、
それぞれの委員長様が活動計画に基づき実行して頂き
ました。ただ実行するだけではなく、そこには色々な工
夫をされ、細かな気配りを以って各事業を実行頂きまし
た。本当にお疲れ様で御座いました。そしてありがとう
御座いました。 
 
そして今年度特別だった事として、やはり 70 周年に関
連する事業だったと思います。 
 
 
 
 
 

私も、記念事業部会長と言うお役目を頂きましたが、直
前までバタバタしてしまい、石田実行委員長や河合会長
も冷や冷やされた事思います。まともに幹事としての仕
事が出来ていない中で担当する事になりましたが「三世
代交流事業と言ったテーマ」で何とか無事に事業を行う
事が出来ました。これは浦中副部会長の経験と人望そし
て部会メンバーそれぞれの方々のご協力の賜物だった
と思います。本当に有難う御座いました。 
 
また、つい先日に開催された記念式典も内本部会長を先
頭に部会メンバーの皆様本当にお疲れ様で御座いまし
た。緊張感も有り、華やかさも有り素晴らしい式典にな
ったと思います。 
そして、伊藤記念誌部会長に置かれましてはこれからが
お忙しくなられると思いますが今までには無い雰囲気
の記念誌になるとのお話なので完成が楽しみです。 
 
私個人と致しましては、今申し上げたような経験をさせ
て頂き、ロータリークラブとは？高槻 RC とは？を学ば
せて頂く貴重な機会と経験になりました。まだまだ分か
らない事、出来ていない事が沢山ありますが、今後の活
動を通して勉強して行きたいと思っております。 
一年間本当に有難う御座いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎6/26 卓上花 
  
リヤトリス ······ 燃える想い 

 
カーネーション ·· 無垢で深い愛 
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 ◎R 財団への寄付（ポリオ） 
伊藤 智秋君 ￥ 5,000- 浦中 郁文君 ￥ 5,000- 

 
本日の合計   ￥   10,000- 

         7/1 よりの累計   ￥  364,000-     
           一人当たり平均      ＄54.57 
 
◎米山奨学会への寄付  

石田佳弘君 ￥ 5,000-（河合会長、松下幹事以下役員の

皆様、お疲れ様でした。70 周年

も無事に終了致しました。有難

うございました。） 
中西美代子君 ￥ 5,000- 

 
本日の合計  ￥   10,000- 

          7/1 よりの累計  ￥  485,000-      
                会員より  ￥  260,000-      
               ｸﾗﾌﾞより    ￥ 225,000- 
                  一人当たり平均   ￥  10,543- 
 
◎青少年育成基金への寄付 

 
本日の合計  ￥      0-      

7/1 よりの累計  ￥   70,000- 
 

 

 

 

 

 

 

◎ニコニコ箱報告 
・皆出席内祝  中西君 
・河合会長 1 年間ありがとうございました。“会長の時
間”大変勉強になりました。        芦田君 

・河合会長、松下幹事、1 年間ご苦労様でした。藤井君 
・河合会長、松下幹事はじめ役員の皆様、お世話になり
ました。                羽根田君 

・河合会長、松下幹事、1 年間お世話になりました。 
橋本君 

・ホームクラブ親睦会出席優秀者賞を頂いて。 橋本君 
・今年 1 年お世話になりました。来年もお願いします。 

井上君 
・河合会長、松下幹事、理事・役員の皆様、この 1 年間
御苦労様でした。                        入谷君 

・河合会長年度の皆様、1 年間お疲れ様でした！ホーム
クラブ親睦会出席優秀者賞ありがとうございます 

伊藤君 
・会員の皆様、1 年間ありがとうございました。河合君 
・河合会長、松下幹事、理事・役員の皆様、1 年間お疲
れ様でした。               小阪君 

・年間出席表彰をして頂きまして。      小阪君 
・河合会長をはじめ理事・役員の皆様、お疲れ様でした。 

松尾君 
・皆様、1 年間お世話になり本当に有難うございました。 

松下君 
・河合会長を始め役員の皆様、1 年間ご苦労様でした。 

西田君 
・年間出席優秀者ありがとうございます。   西本君 
・ようこそ阪口リバーサイド RC 会長、ご訪問（ライラ
PR）頂きありがとうございます。      西本君 

・                     大木君 
・河合会長、松下幹事、役員の皆様、お疲れ様でした。
1 年間大変御世話に相成りまして有難うございまし
た。                   篠原君 

・河合会長、松下幹事、川面副会長はじめ理事・役員の
皆様、1 年間お世話になりました！ありがとうござい
ました！                 浦中君 

・年間出席表彰をいただいて。河合会長、松下幹事はじ
め理事・役員の皆様、1 年間おつかれさまでした。 

内本君 
 

本日の合計  ￥  130,000- 
          7/1 よりの累計  ￥1,845,000- 
 
◎R 財団への寄付（恒久） 

 
本日の合計   ￥      0- 

         7/1 よりの累計   ￥  315,000-     
           一人当たり平均      ＄47.23 
 
◎R 財団への寄付（年次） 

羽根田茂子君 ￥ 5,000- 入谷 治夫君 ￥ 5,000- 
石田 佳弘君 ￥ 5,000- 河合 一人君 ￥10,000- 
西本恵美子君 ￥10,000- 西田 直弘君 ￥ 5,000- 
大木 城司君 ￥10,000- 内本  繁君 ￥ 5,000- 
山口  誠君 ￥ 5,000- 

 
本日の合計   ￥   60,000- 

         7/1 よりの累計   ￥1,125,000- 

一人当たり平均     ＄168.67 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 


